
科目ナンバー：ME1-100 

健康スポーツ科学 
（Health and Sport Sciences） 
 

【責任者/担当者】 
〔リハビリテーション学部〕 賀屋 光晴 准教授（兼担教員） 

 

【担当者】 
〔健康スポーツ科学〕 辻田 純三 非常勤講師、安田 由基子 非常勤講師 
〔病 原 微 生 物 学〕 奥野 壽臣 特別招聘教授 
 

【目的】 

・健全な大学生活を送るための基本的な知識や生活習慣を身につける。 

・コミュニケーション能力や協調性を高め、協力をして一つのことを遂行する能力を培う。 

・スポーツの楽しさを理解する。 

・生活習慣病の原因を理解するとともに、予防方法や健康増進に必用な知識や技術を身につけ、  

 実践方法を習得する。 

 

【科目キーワード】 

「健康科学（Health Science）」  「スポーツ（Sports）」  「体力（Physical Fitness）」  「運動

（Exercise）」 「生活習慣（Lifestyle）」 「運動処方（Exercise Prescription）」 

 

【到達目標（アウトカム）】 

□ アルコール、タバコ、感染症、ドラッグ等と健康との関わりについて説明できる。 

□ 食生活や休養と健康との関わりおよび心身の健康について説明できる。 

□ 生活習慣病の内容、原因、予防等について説明できる。 

□ 各々の体力や運動能力を測定し、健康の維持増進に必要な運動処方を作成できる。 

□ 各種スポーツを実践し、健康の維持増進のために必要な生活習慣を身につけることができる。 

□ 各種スポーツの実践を通じて仲間と協調して仕事ができるための「ライフスキル」を身につけ 

ることができる。 

 

【ディプロマ・ポリシーと授業科目の関連】 

・人文社会科学を含む幅の広い教養と国際性を身につけ、海外からの情報を積極的に利用でき 

  る語学力を有し、国際保健に貢献できる。 

・人体や疾病に影響を与える社会的な要因や背景について理解し、支援扶助の社会的仕組みに

ついて理解している。 

・豊かな人間性と生命の尊厳についての深い認識を有し、人の命と健康を守り、社会の福祉に奉

仕する医師としての職責を自覚し、地域ならびに母校への帰属意識を有している。 

・人間の多様性を理解し、周囲の人々への温かい眼差しを持ち、共感できる豊かなコミュニケー

ション能力を有している。 
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・医学・医療の進歩と改善に資するために研究を遂行する意欲と生涯にわたり自己研鑽を続ける

態度を有し、同僚・後輩への教育に労を惜しまない。 

・基本的な診察法、医療技術、救命救急法を修得しており、全身を総合的に診療するための実践

的能力、ならびに医療安全と危機管理の能力を有している。 

・人体の構造、機能および異常や疾病とそれらの原因、病態、診断、治療に関する基本的な知識

ならびに様々な疾病に対する適切な治療法を身につけている。 

 

【概要ならびに履修方法】 

 この授業は前半が講義、後半が実技といった構成になっている。講義は平成記念会館で行う。

受講生は大学のロッカールームで運動服に着替えて、講義の受講準備をして平成記念会館（1 

階）に集合すること。実技実習科目であるので、全出席を必須条件とする。そのため正当な理由

のない欠席は認めず、欠席は失格とし単位不認定とする。 

 また、講義に関しては筆記試験を行う。さらに学修内容に関してレポートを課すことがある。 

 

【準備学修ならびにそれに要する時間】 

新聞や雑誌、テレビなどで発表された、健康やスポーツに関する記事に目を通しておくこと。また、

各回の授業内容や感想などを各自まとめておくこと。 

 

【成績の評価方法・基準】 

・筆記試験 50％、授業態度 20％、協調性 20％、実技習熟度 10％ 

・実技実習科目のため、全出席を必須条件とする（欠席は単位不認定） 

 

【学生への助言】 

講義ならびに実技の受講態度、積極性、協調性も評価に加味するため、それぞれの授業を疎

かにしてはならない。また、前日には必ず掲示板で翌日の準備の確認を怠らないこと。 

 

【フィードバック方針】 

学生毎に個別に対応する。 

  

【オフィスアワー】 

特になし 

 

【受講のルール、注意事項、その他】 

・運動に適した服装（ジャージ・T シャツなど）で参加すること。ストレッチ素材であってもジーンズ

などは不可とする。また危険防止のためフードも不可とする。 

・体育館の使用に際しては体育館シューズを着用すること。 

・ネックレス、ピアスなどの装飾品は身につけない。 

・服装不備の場合は授業への参加を認めない。 
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・明記されたルールを明らかに破った場合には厳しく対処する。 

・授業内容の詳細に関しては、第一回目の授業時に説明をする。 

 

【教科書】 

「運動生理学 生理学の基礎から疾病予防まで（第 2 版）」小山勝弘、安藤大輔 編著（三共出版）

2021 年 

 

【参考書】 

「生活健康科学（新版）」小田切陽一、小山勝弘、石原逸子 著（三共出版）2010 年 

「健康・スポーツ科学講義（第 2 版）」出村愼一 監修（杏林書院）2011 年 

「飲む あなたは何をどのように飲んでいますか？（行動科学ブックレット 2）」 

 日本行動科学学会 編 磯博行 著（二瓶社）2007 年 

 

【連絡先】 

 特になし 


